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講演集・シンポジウム写真等学会に関する資料を添付

学会・学術交流の名称 第3回日中ウイルス学会・長春シンポジウム

テ ー マ 日中共通のウイルス感染症

主催団体

代表者

日本ウイルス学会/中国微生物学会

山西弘一(日本側)/聞玉梅(中国側)

期間 ・ 開催地 1999年6月28日(月)""""1999年6月30日(水)・中国吉林省長春市

参加者数 日本側 30 名 中国側 55 名

招へい・派遣目的 日中両国に共通なウイルスとそれによる感染症に関する研究成果を

発表し、最新の情報を交換し、併せて両国のウイルス研究者の交流・親睦を促進する。

] 招へい仮置窃 人数 30 人記入欄不足の場合は別紙を添付

氏 名 所属 . 役職 研究分野

別紙

滞在期間 白 1999年 6 月 27 日 至 1999年 7 月 4 日



学会名称

第3回日中ウイルス学会

学会テーマ

日中両国に共通のウイルス及びウイルス感染症

日本側主催代表者氏名

日本ウイルス学会・理事長/大阪大学・教授・山西弘一

中国側代表者氏名

中国微生物学会・会長/上海医科大学・教授・聞玉梅

学会報告

報告者氏名

日本ウイルス学会・常務理事/宮崎医科大学・副学長・南嶋洋一

今回の第3回日中ウイルス学会は「日中両国に共通のウイルス及びウイル

ス感染症」を主題に、中国吉林省長春市で開催された。会場に当てられた天

都大飯屈は、長春市郊外の新興工業団地の一角に位置し、中国側の支援団体

の一つである長春医薬集団の建物に近接し、その経営傘下にあるものであっ

た。本学会を現地で組織した、その長春医薬集団の副総裁は、かつて大阪大

学微生物病研究所に留学し、上回重晴教授の指導の下で大学院を修了して医

学博士を授与された盛君博士であったことから、今回の会場の設営と学会の

運営は、以前の2回の日中ウイルス学会に較べて、非常に円滑に行われた。

日本ウイルス学会としては、山西理事長の下、上田重晴常務理事(大阪大

学・教授)と南嶋が企画と実務を担当し、 30名が参加し、 25題の演題を

発表した。

6月27日、飛行機の延着により予定の変更を余儀なくされたが、夜9時

過ぎから両国の組織委員会のメンバーが学会の運営・進行等に関して打ち合

わせを行った。すなわち、プログラムに関してワークショップ1-6の座長

の確認と演題の順序の調整を行い、山西理事長立ち会いのもとで日本側の分

担金を朱関福中国病毒学会会長へ手渡した。

6月28日は朝8時より開会式を行った。まず、中国微生物学会会長の聞

玉梅教授が日中ウイルス学会開催の意義を強調し、歓迎の辞を述べた。続い
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て、日本ウイルス学会理事長山西弘一教授が日本側を代表して挨拶し、日中

ウイルス学会の第1回から第3回にいたる経緯と長春での本学会の主旨を述

べた。

開会式直後の最初のワークショップは、インフルエンザをテーマにしたも

のであった。かつてのA型香港亜型 (H3N2)や一昨年のトリ由来の新型の

A型 (H5Nl)など、新しいA型インフルエンザウイルスの出現と、インフ

ルエンザの世界的流行史上中国が演じた役割は極めて大きいものがある。そ

の観点から両国の分離ウイルスの分子生物学的解析と分子進化の発表は正し

く今回のテーマに合致するものであった。また、日本側から発表された果実

「黒カリン」のエキスに抗インフルエンザウイルス活性があるとの報告は、

漢方医学の伝統がある中国側の注目するところとなり、活発な討論が行われ

た。なお、新型A型インフルエンザウイルスの出現の背景には、中国のヒト

とブタとニワトリが一緒に暮らしている生活環境が重要であるので、そのよ

うな場所を是非みたい、講義や講演用にその写真を撮りたいと、我々有志が

中国側に要望したが、この申し入れは体裁よく断られた。

同じく、かつて中国大陸の流行性出血熱、その後韓国型出血熱として知ら

れ、わが国でも古くは大阪梅田で、近年は大学の動物実験の担当者に患者が

発生した腎症候性出血熱とその病原体であるハンタウイルスに関する解析結

果も両国研究者の関心を集めた。

中国側のウイルス性肝炎の研究発表に進歩の後がみられた。 6年前の北京

での第1回の日中ウイルス学会に際しては、酵素抗体法で行った数万人の規

模でのB型肝炎ウイルスの抗体測定の結果と、抗体陽性率が献血者群が供血

者群より圧倒的に高いという仰天するような発表があった。その後、さすが

に採血器具を介する医原的な感染は過去のものになったようである。ただ、

肝炎ウイルスは聞玉梅会長の専門領域でありながら、今回は日本側から肝炎

ウイルスの専門家の参加が得られず、日中間で有意義な討議が行われなかっ

たことが残念であった。

なお、日本人演者の中国における風疹ウイルスの分布を示した地図が台湾

を色抜きしていたことに対して、すかさず若い中国人研究者が「台湾は中国

の一部である」と異議を唱える一幕があった。

獣医学領域でのウイルス感染症としては、長春近郊におけるネコおよびト

ラのカリシウイルス感染症の発表、特にその激しい病像を示すカラースライ

ドが、日本側のウイルス学者にとっては非常に新鮮であった。

最後のセッションで予定を変更して行われた、中国病毒学会副会長の郭一

鳴教授の疫学からワクチンに及ぶヒト免疫不全ウイルス (H1 V)感染の実
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態とAIDSに関する中国の研究状況を総括する講演が圧巻であった。彼は

ドイツに留学した経験を持つ新進気鋭のウイルス学者で、 AIDSに関する

国家プロジェクトの責任者であり、国際的にも活躍しており、近い将来中国

のウイルス学会を代表する研究者になるものと思われる。

閉会式においては、日本側を代表して南嶋が総括を行い、本来ウイルスに

国境は無く、日中両国は今後もウイルスとウイルス感染症を共有して行くで

あろうことは自明であり、 21世紀においては両国のウイルス学会の問の協

調と交流そして情報交換が益々必要になることを力説し、併せて今後の両国

のウイルス学の進むべき道として、ウイルスの分子生物学的解析をウイルス

感染症の予防に結びつけることである、と強調した。

学会終了後、日本側の参加者が酸金して中国側の組織委員会のメンバーを

夕食に招待し、その席で次回の日中ウイルス学会の開催に関する打ち合わせ

を行った。その結果、中国側の提案に基づき、次回の第4回日中ウイルス学

会は日本で開催されることになった。

なお、今回の日中ウイルス学会の特徴のーっとして、日本人参加者が、日

本ウイルス学会の年次学術集会では、専門分野が細分化され、したがって会

場を異にするために聞くことが出来ない日本人研究者の研究成果を熱心に聴

いていたことである。学会及びその後の甘粛省視察旅行を通じての日本人参

加者同志の親睦・交流も本学会の副次的効果として見逃せない。

今回の第3回日中ウイルス学会を通じての一般的な印象を列記すると以下

の通りである。

1 )ウイルス学の研究対象がウイルス粒子から遺伝子へ推移した。特に中国

側の分子生物学的研究の進歩は目を見張るものがある。今後はそのようなミ

クロな分析結果を個体レベルでマクロな視点から生かしていくウイルス感染

学の確立が課題であろう。

2)学会の口演に関しては、双方に英語が通じるようになり、かなりの突っ

込んだ議論が出来るようになった。

3)発表型式に関しても、今回はコンビューターから直接スクリーンに投影

するような演者も現れ、手書きのスライドを用いていた第1回の学会と隔世

の感がある。

4)定年をはるかに過ぎた 73歳の朱関福博士が未だに中国病毒学会の会長

の地位にあるように、長老支配が続く中国にあっても、学会中に聞玉梅教授

が若手の研究者を鼓舞・激励する光景がしばしばみられた。彼女は中国微生
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物学会会長の立場から、若手研究者を養成する基金を募り、それに基づいて

英語を駆使し得る優秀な若い研究者を選別して、 20 0 2年の日本での第4

回日中ウイルス学会に送り込むという、構想を明かしてくれた。

5) 中国側の若手研究者の知的好奇心の高さと勤勉さに感心させられた。ノ

ートを片手に真剣に、熱心に質問する態度は、昨今の日本の若い研究者や学

生にみられないものであった。また、日本人参加者に日本留学の可能性を個

別に打診する研究者も少なからず見受けられた。

確かに選ばれた中国人であるという一面を考慮しても、多くの無学・無気

力・無関心・無礼な日本人学生と対比するとき、 21世紀は中国のものであ

ろう、というのが実感である。

写真説明

【1】開会式で歓迎の挨拶をする聞玉梅中国微生物学会会長

【2】開会式で歓迎の挨拶をする山西弘一日本ウイルス学会理事長

(3】開会式の司会をする朱関福中国病毒学会会長と山西弘一理事長

【4】発表に聴き入る日中両国の参加者

【5】中国側の質問に答える栄鶴義人教授

【6】閉会式で総括する南嶋と郭一鳴中国病毒学会副会長
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会淡代表名示

同玉梅女上海医科大学分子病毒室

上海市医学院路138号 郎政繍碍:260032 屯活:021・64041900-2116

除娼女宰事医学科学院五所

北京市海淀区太平路27号五所 郎政繍碍:100850 屯活:010-66931536 

周育森男 宰事医学科学院五所

北京辛台京大街20号 郎政繍碍:100071 屯活:010-66948563 

刻力男 中国医学科学院基拙医学研究所

北京京羊三条5号 都政繍碍:100005 屯活:010-65296454 

零時男 中国医学科学院基拙医学研究所

北京家羊三条5号 曲目政繍碍:100005 屯活:010-65296454 

ss一時 男 E生部文滋病預防与控制中心
北京宣武区南部路27号 郎政繍碍:100050 屯活:010-63154638

蒋岩女王生部文滋病預防与控制中心

北京宣武区南舘路27号 郎政繍碍:100050 屯活:010-63186655*2062

耶輝女王生部文滋病預防与控制中心

北京宣武区南第路27号 都政繍碍:100050 屯活:010-63186655*2614

万素君女北京中国中医研究院「安i1医院

北京宣武区北銭閤5号 郎政繍碍:100053 屯活:010-88001149

5長秀春女 北京市豆生防疫姑流行病科
北京市系城区和平里中街16号 都政繍碍:100013屯活:010-64212461・580

何忠平男北京地伝医院

北京地誌公因13号 郎政繍碕:100011 屯活:010-64211031-2357

張霊男北京首都JL科研究所
北京市雅宝路2号 郎政繍碍:100020 屯活:010-65127766・5585

慈錦銘男北京首都JL科研究所
北京市雅宝路2号 郎政繍碕:100020 屯活:010-65127766・5576

肖売女北京首都JL科研究所
北京市雅宝路2号 郎政繍碍:100020 屯活:010-65127766・5585

万里涛男北京首都JL科研究所
北京市雅宝路2号 郎政繍碍:100020 屯活:010-65127766・5576

朱汝南女北京首都JL科研究所
北京市雅宝路2号 郎政繍碍:100020 屯活:010-65127766・5585

王琴女中国善笥血察所

北京海淀区白石梼路30号 郎政繍碍:100081 屯活:010-62178844・3265

蓑靭女黒え江省主生防疫姑

暗示浜市香坊区香安街187号 郎政繍碍:150036 屯活:0451・5654178

刻彦成男 黒北江省主生防疫姑

暗示浜市香坊区香安街187号 郎政繍碕:150036 屯活:0451・5654178

芥文鵬男武双大学病毒所

湖北武昌瑠瑚山武双大学 郎政繍碍:430072 屯活:027・87682938



李凌云女武双大学病毒所

湖北武昌瑠瑚山武双大学 郎政縮問:430072 屯活:027・87682978
隊化主女暗匁浜普医研究所

暗示浜市南向区弓端街427号 郎政繍同:150001 屯活:0451・2725786・304
林道紅女 恰忽浜医科大学微生物学教研室

暗示浜市保健路157号 郎政繍同:150086 屯活:0451・6663654

黄秀莱女 暗が演医科大学微生物学教研室

暗示浜市保健路157号 曲目政繍碕:150086 屯活:0451・6663654

曲章文男 暗示涜医科大学微生物学教研室

暗示浜市保健路157号 郁政繍碍:150086 屯活:0451-6663654 

谷鴻喜女喰匁渓医科大学微生物学教研室

恰匁浜市南向学府路194号 郎政繍碕:150086 屯活:0451・6685122
越国強男 河南医科大学微生物学教研室

郊州市大学路40号 郎政繍碍:450052 屯活:0371-6973624 

孟宗述男河北省E生防疫姑
河北保定市紅旗路36号 郎政繍碍:071000 屯活:0312・5061472

周文新男 沈悶牢区宰事医学研究所

沈岡市皇姑区孔雀河西街2号 郎政繍碍:110031 屯活:024・23052415
彰世勇男北京262医院

北京市新外大街16号 郎政繍碕:100088 屯活:010-62022332
李越希男南京宰区軍事医学研究所

南京市中山系路293号 曲目政繍碕:210002-屯活:025-4541320 
芙立平女山西省E生防疫姑
太原小南美28号 郎政繍碍:030012 屯活:0351-7243303・3060

何洪彬男 解放軍衣牧大学宰事魯医研究所

長春西安大路175号 郎政繍碕:130062 屯活:0431・7983154

落泉水男 解放軍衣牧大学写事普医研究所

*春西安大路175号 曲目政繍碍:130062 屯活:0431・7983154
王宏侍男 解放軍衣牧大学宰事普医研究所

*春西安大路175号 郎政繍碕:130062 屯活:0431・7973911・66683
金宇一男 解放軍衣牧大学軍事普医研究所

長春西安大路175号 郎政繍碕:130062 屯活:0431・7973911・66697

郭志儒男 解放宰衣牧大学宰事善医研究所

*春西安大路175号 郎政繍碍:130062 屯活:0431-7973911・66697

顔涼女宰事医学科学院五所

北京市海淀区太平路27号 郎政繍碕:100850 屯活:010-66931501
楊帆中国預防医学科学院病毒学研究所

北京市宣武区迎新街100号 郎政繍碍:100052

宋干男 中国預防医学科学院病毒学研究所

北京市宣武区迎新街100号 郎政繍碕:100052

隊亮男福建省E生防疫姑
福州市南菅中宰后5号 曲目政繍碍:350001

黄呈緯南深刻11宝安区宝安血姑

「若ミ省深草Ii宝安区 屯活:0755-7781066-8344

2 



一F
刻成福男長春医釘集図

吉林省*春市同志街64号 郎政繍碍:130021 屯活:0431-5666377
盛君男長春医弱集図

吉林省長春市同志街64号 郎政繍碕:13∞21 屯活:0431-5671492
子錐国男長春医務集困

吉林省長春市同志街64号 郎政繍碕:130021 屯活:0431-5671387 

黄蕗男長春医窮集図

吉林省長春市同志街64号 郎政繍碍:130021 屯活:0431-5671387

段震男解放宰衣牧大学軍事普医研究所

吉林長春西安大路175号 曲目政繍碕:130062

朱美福男 宰事医学科学院五所

北京市海淀区太平路27号 都政繍碍:100850 屯活:010-66931541 

李紳鐸男 宰事医学科学院五所

北京市海淀区太平路27号 曲目政繍碍:100850 屯活:010-66931506 

祝氏余男 宰事医学科学院五所

北京市卒台区京大街20号 曲目政繍碕:100071 屯活:010・66948503

王法林男 宰事医学科学院五所

北京市卒台区京大街20号 郎政繍碍:100071 屯活:010-66948511 

蒋越男宰事医学科学院五所

北京市海淀区太平路27号 曲目政繍碍:100850 屯活:010-66931501 

晃氏商女宰事医学科学院五所

北京市海淀区太平路27号 郎政繍碕:100850 屯活:010-66931501 

肖長松男 中国微生物学会

北京市海淀区中美村北一条13号 郎政繍碕:100080 屯活:010-62554677

務審隼女 中国微生物学会
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